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『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
七
十
一
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）

『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

遠
　
藤
　
珠
　
紀

宮
　
﨑
　
　
　
肇

金
　
子
　
　
　
拓

は
じ
め
に

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
六
号
～
六
九
号
に
お
い
て
、一
六
世
紀
の
公
家
中
御
門
宣
教
の
「
宣
教
卿
記
」
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

記
・
天
正
四
年
記
の
翻
刻
・
紹
介
を
行
っ
た
（
請
求
記
号
：
文
書
一
二　

冊
〇
六
三
七
・
〇
六
三
九
）。
本
記
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
号
ま
で

を
ご
参
照
頂
き
た
い
。
こ
の
「
宣
教
卿
記
」
は
反
故
紙
を
翻
し
、
紙
背
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
号
で
は
前
号
に
続
き
、
天
正
三
年
記
後
半

の
紙
背
文
書
（
三
一
号
～
五
九
号
）
を
紹
介
す
る
。

紙
背
に
は
書
状
・
綸
旨
土
代
・
口
宣
案
土
代
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
々
号
ま
で
で
紹
介
し
た
通
り
、
表
の
日
記
は
書
き
直
し
や

推
敲
も
多
く
、
清
書
本
で
は
な
く
、
日
々
に
記
さ
れ
た
日
記
と
推
測
さ
れ
る
。
天
正
三
年
記
後
半
の
紙
背
文
書
で
年
次
が
判
明
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
天
正
三
年
の
も
の
が
多
く
、
ご
く
近
い
時
期
の
紙
を
利
用
し
て
日
記
を
書
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

紙
背
文
書
に
見
え
る
主
な
話
題
を
紹
介
す
る
。
天
正
三
年
に
は
宣
教
は
正
五
位
上
右
中
弁
、
蔵
人
で
あ
っ
た
。
三
一
号
・
四
〇
号
・

五
二
号
文
書
な
ど
は
、
天
正
三
年
記
紙
背
の
前
半
に
も
複
数
見
え
た
織
田
信
長
の
徳
政
関
係
の
文
書
で
あ
る
。
公
家
に
と
っ
て
当
時
大
問
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題
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
四
一
号
・
四
四
号
文
書
で
は
積
善
院
尊
雅
の
権
僧
正
所
望
の
話
題
が
見
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
四
四
号
、
続
く
四
五
号
文
書
で
は
、

常
陸
国
水
戸
の
国
衆
・
江
戸
重
通
の
但
馬
守
任
官
に
関
わ
る
口
宣
が
調
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
同
国
の
天
台
宗
僧
侶
と
真
言
宗
僧

侶
の
あ
い
だ
で
、
絹
衣
（
素
絹
の
衣
）
と
い
う
略
服
を
着
す
る
こ
と
の
是
非
を
争
う
相
論
（
絹
衣
相
論
）
が
起
き
、
そ
れ
が
朝
廷
に
も
波
及

し
た
（
金
子
拓
『
織
田
信
長
権
力
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
参
照
）。
天
正
三
年
八
月
四
日
に
は
、
同
国
の
真
言
宗
寺
院
・
和
光
院
の
外

護
者
で
あ
る
重
通
宛
に
綸
旨
（
奉
者
は
中
御
門
宣
教
）
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
願
泉
寺
文
書
』）。
四
四
・
四
五
号
文
書
は
、
絹
衣
相
論
に
関

わ
っ
て
、
正
親
町
天
皇
に
近
い
高
僧
の
尊
雅
（
積
善
院
は
聖
護
院
の
院
家
）
が
間
に
立
ち
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
重
通
の
但
馬
守
任
官

（
天
正
三
年
八
月
四
日
付
）
の
所
望
を
計
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
宣
教
卿
記
」
紙
背
か
ら
特
徴
的
な
書
き
方
が
窺
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
三
三
号
文
書
は
「
定
吉
」
か
ら
勧
修
寺
家
の
家
中
と

み
ら
れ
る
土
佐
に
宛
て
て
材
木
の
調
達
を
依
頼
し
て
い
る
。
推
敲
の
跡
も
多
く
、
土
代
と
推
測
さ
れ
る
が
、
筆
跡
は
宣
教
の
も
の
で
あ
り
、

宣
教
が
少
な
く
と
も
文
案
を
作
成
し
て
家
人
の
名
義
で
出
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
六
号
藤
氏
長
者
宣
土
代
（
宿
院
目
代
島
田
久
家
奉
書
）

も
同
様
に
、
南
曹
弁
宣
教
の
仰
せ
を
受
け
て
家
人
が
出
す
形
の
文
書
で
あ
る
が
、
や
は
り
筆
跡
は
宣
教
本
人
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
紙
背
に
は
、
仮
名
消
息
、
女
房
奉
書
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
三
四
号
文
書
（
図
版
１
）
は
、
本
文
に
加
え
、
袖
、

上
段
、
下
段
、
中
段
と
紙
い
っ
ぱ
い
に
文
字
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
四
三
号
文
書
（
図
版
３
）
は
、
紙
を
縦
長
に
用
い
、
真
ん
中
で
折
っ

て
折
紙
の
よ
う
に
し
て
用
い
て
い
る
。
三
八
号
文
書
（
図
版
２
）
は
、
冒
頭
、「
そ
の
ゝ
ち
」
が
紙
の
端
の
方
か
ら
斜
め
に
進
み
、「
わ
つ

ら
ひ
」
が
一
行
目
よ
り
高
い
位
置
か
ら
斜
め
に
進
み
、
ま
た
「
物
し
ら
す
」
と
高
い
位
置
に
戻
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
散
ら
し
書
き
の
一

紙
目
は
、
袖
に
や
や
ゆ
と
り
を
持
っ
て
高
い
位
置
か
ら
書
き
始
め
て
、
斜
め
に
進
ん
で
い
く
。
三
八
号
文
書
の
よ
う
な
書
き
方
は
、
二
紙

目
、
あ
る
い
は
縦
折
紙
の
場
合
に
見
ら
れ
る
書
き
方
で
あ
ろ
う
。
本
文
書
は
さ
ら
に
袖
に
戻
り
行
間
を
進
ん
で
い
く
、
や
や
変
則
的
な
返

し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仮
名
消
息
の
書
き
方
も
注
目
さ
れ
る
。
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

図版 １（34　某書状）

図版 ２ （38　某書状）
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図版 3（43　某書状）
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

【
凡
例
】

・ 
文
書
は
、
日
記
表
紙
の
紙
背
を
一
と
し
て
通
し
番
号
を
付
し
た
。
本
稿
で
は
三
一
よ
り
五
九
ま
で
を
収
め
る
。
適
宜
文
書
名
を
示
し
た
。

用
紙
の
う
ち
通
常
の
竪
紙
以
外
は
（
折
紙
）
等
と
し
て
、
そ
の
形
状
を
記
し
た
。

・ 

文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
本
文
が
、
端
、
端
上
な
ど
に
続
く
場
合
は
適

宜
／
で
移
動
を
示
し
た
。
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・ 

欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は 　
　

 

で
示
し
た
。
残
画
に
よ
っ
て
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を

□
の
中
に
記
入
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は
⃞×
と
し
た
。

・ 

抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
抹
消
符
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て　

ま
た
は 　
　

 

と
し
た
。
文

字
の
上
に
更
に
文
字
を
重
ね
書
き
し
た
箇
所
は
、
上
に
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
と
し
、
そ
の
左
傍
に
、
下
の
字
に
相
当
す
る
数
の
・
を

付
し
た
。
下
の
字
が
判
読
で
き
た
場
合
は
、
×
を
冠
し
て
そ
の
文
字
を
傍
注
し
た
。

・ 

本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は
〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）

に
入
れ
傍
に
記
し
た
。
な
お
人
名
注
は
現
在
通
用
す
る
家
名
お
よ
び
名
を
用
い
、
適
宜
に
示
し
た
。
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
※
を
付

し
て
按
文
を
示
し
た
。

・ 

本
文
以
外
の
部
分
は
、
そ
の
位
置
に
従
っ
て
（
端
裏
書
）
等
と
傍
注
し
、「　

」
を
以
っ
て
括
っ
た
。
封
目
は
（
切
封
墨
引
）（
捻
封
墨
引
）

等
と
示
し
た
。

・
勘
返
は
、
そ
の
記
さ
れ
た
箇
所
に
＊
を
付
し
、
書
状
の
後
に
対
応
す
る
＊
を
付
し
勘
返
の
内
容
を
示
し
た
。
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三
一　

村
井
貞
勝
下
代
連
署
状
案
（
折
紙
）

中
御
門
殿
御
借
物
・
御
沽
却
分
・
不
不〻
知
行
以
下
之
儀
、
可
被
相
尋
候
条
、
明
日村井
所
へ
可
被
罷
出
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

卯
天
正
三月

十
二
日　
　
　
　

宮
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賢
祐
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
新
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
又
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名（
良
政
）乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名（
親
豊
）乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮〔
休
〕斎

（
英
林
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗

　

繁
田
殿

下
京

　

丹
波
屋
殿

東
寺

　

寿
清

　

竹
村
信
濃
殿
」
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

（
四
辻
公
遠
）

四
中
・

　
 

小（
折
紙
見
返
書
）

嶋
殿

　

原
田
殿

　

沼
田
勘　（

解
脱
）　

由
左
衛
門
殿

　
　
　

雑
掌

　
　
　
　

各

　
　
　
　
　

御
中

案
文

三
二　

中
御
門
宣
教
書
状
中
院
通
勝
勘
返

遥＊
１

久
不
申
通
、
不
断
御
床
敷
存
計
候
、
将＊

２

又
今
夕
な
す
ひ
の
色
汁
ニ
可＊

３

仕
候
、
食＊

４

被
持
候
ハ＊

５

ゝ
、
可
為
祝
着
候
、
為
其
一
筆
申
入
候
、
さ

し
た
る
き
無
御
座
候
ま
ゝ
申
入
候
事
も
乍
如
何
、
余＊

６

に
御＊

７

疎
遠
之
事
候
間
、
申
事
若
御
指
合
な
と
御
座
候
ハ
ゝ
、
後
日
ニ
／
可
申
入
候
、

庭＊
８

上
の
あ
つ
さ
此
辺
計
候
か
と
存
候
て
、
／
迷
惑
候
、
猶
以
参
而
可
得
御
意
候
、
／
必
々
夕
か
た
す
こ
し
精
進
の
子
細
候 　
　
　

 

光
義

期
存
候
、
か
し
く
、 　
　
　

 

御
か
ん
し
□
御
報
此
者
ニ
／
可
示
給
候
、

か
し
く
、

「（
中
院
通
勝
勘
返
）

（
捻
封
墨
引
）　　
　

  　

尊
答　
　
　
　
　
　
　

 

通
勝
」

（
捻
封
墨
引
）　　

中（
通
勝
）院

殿　

人
々
申
給
へ　
　
　

宣
教

＊
１
「
乀
」
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＊
２
「
乀
如
仰
候
、」

＊
３
「
可
然
候
、」

＊
４
「
乀
」

＊
５
「
心
得
存
候
、」

＊
６
「
あ
ま
り
候
、」

＊
７
「
乀
心
外
事
候
、」

＊
８
「
乀
同
前
候
、
殊
に
徒
然
さ
へ
打
そ
へ
て
迷
惑
候
、」

三
三　

定
吉
書
状
土
代
（
折
紙
）

材
木

態
一
筆
申
候
、
仍
勧〻本

所
被
仰
之

修
寺
殿

〻

〻

〻

御
さ
い
も
□〔

く
〕早

○々可

被
出
候〻之

由
披
露
給
候
へ
ハ
一
段
御
祝
着
之
由
候
、

て
可
然
存
候

〻

〻

〻

〻

〻

迚
の
御
事
に
今
明
日
中
ニ
必
々
可
然
存
候
、
恐
々
謹
言

〻

〻

〻

〻

　
　
　

四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
吉

　

土
佐
殿

※
中
御
門
宣
教
筆
。

三
四　

某
書
状

今
朝
者
御
懇
志
之
段
、
過
分
存
候
、
沈
酔
仕
候
て
、
于
今
失
正
躰
候
、
勝
龍
寺
よ
り
は
る
〳
〵
御
下
向
、
御
大
儀
ニ
存
候
、
如
何
御
用
候
哉
、

尤
以
参
上
申
入
度
御
座
候
へ
共
、
夜
酔
与
今
朝
も
御
大
酒
ニ
ひ
れ
□
□
候
て
お
り
申
事
候
、
御
隙
之
時
分
必
々
来
義
待
入
存
候
、
相
応
之
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

御
用
可
仰
蒙
候
、
是

（
示
紘
、富
小
路
氏
直
）

斎
様
へ
も
よ
き
ほ
と
に
て
候
て
、
な
に
事
も
／
可
然
様
ニ
御
伝
達
所
仰
候
、
御
女
中
へ
も
の
こ
ら
す
今
朝
者
／
□
□

ひ
て 　
　

 

御
礼 　
　

 

か
し 　
　

 

委
曲
□
入
度
候
へ
共
□
□
夜
酔 　
　

 

頭 　
　

 

今
朝
之 　

 

候 　
　

 

の
事
も
□
念
比
候
事
候
、
此
御
報

ニ
可
示
給
候
、
／
返
々
今
朝
之
御
使
過
分
候
、
于
今
食
ハ
猶
な
に
も
た
へ
候
ハ
て
ふ
せ
り
申
し
て
御
す
い
り
や
う
被
成
候
へ
く
候
、
此
書

中
之
式
入
道
殿
へ
御
め
ニ
御
か
け
候
て
候
ハ
ゝ
／
よ
き
事
先
々
一
ふ
て
、
返
々
今
朝
之
御
振
舞
ハ
あ
ふ
と
う
ふ
と
の
は
ち
か
〳
〵
存
候
て
、

一
段
満
足
仕
候
事
候
、
少
も
け
ん
を
ゑ
申
候
ハ
ゝ
参
候
て
ひ
と
つ
く
た
さ
る
へ
く
候
、
書
状
の
式
お
の
〳
〵
へ
御
と
に
御
か
け
き
れ
ま
い

ら
せ
候
、
猶
々
御
返
事
待
入
申
候
、
御
女
房
衆
へ
申
候
、
ゑ
ひ
て
申
さ
れ
候
よ
し
く
り
返
し
御
め
ん
な
さ
れ
候
へ
く
候
、

三
五　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

昨
日
者
し
こ
う
い
た
し
、
か
た
し
け
な
く
そ
ん
し
候
、
上

（
正
親
町
天
皇
）

さ
ま
へ
の
御
れ
い
の
か
ね
、
あ
し
き
よ
し
お
ほ
せ
く
た
さ
れ
候
、
⃞す
な
ハ
ち
こ

め
や
に
て
う
り
候
て
、
御
よ
う
の
か
た
へ
つ
か
ハ
さ
れ
候
へ
く
候
、
御
つ
ほ
ね
さ
ま
へ
の
御
れ
い
の
事
申
候
へ
と
も
、
い
か
に
も
こ
と
な

り
候
ハ
ぬ
よ
し
申
候
て
、
め
い
わ
く
か
り
申
事
候
、
四
文
め
の
ふ
ん
わ
れ
〳
〵
に
く
れ
申
候
ま
ゝ
、
／
四
文
め
の
分
わ
た
し
申
候
、
こ
の

物
に
給
候
へ
く
候
、
／
な
を
御
ま
へ
か
ら
○
以
下
書

カ
ズ
、

三
六　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代

ひ
と
ひ
よ
り
の
ち
ハ
か
き
た
へ
、
御
う
と
〳
〵
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
一
日
御
て
も
し
さ
ま
御
入
候
て
、
か
す
〳
〵
御
う
れ
し

く
○
以
下
書

カ
ズ
、
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三
七　

中
御
門
宣
教
詠
草

「（
端
銘
）天

正
三
七
七
」

　
　

織
女
契
久　
　
　
　

宣（
中
御
門
）教

「
乀
」

伊
久
年
も
か
ハ
ら
ぬ
秋
を
七
夕
の

つ
き
ぬ
契
り
と
猶
む
す
ふ
ら
ん

た
ま
さ
か
に
け
ふ
の
こ
よ
ひ
の
契
を
や

千
夜
を
一
夜
と
た
の
む
七
⃞夕

※ 

「
梶
井
殿
」「
七
月
七
日
同
詠
織
女
契
久
和
歌
」「
梶
井
」「
伊
久
年
も
か
ハ
ら
ぬ
秋
を
七
夕
の
つ
き
ぬ
ち
き
り
を
な
を
む
す
ふ
ら
ん
」「
秋

を
七
夕
の
」「
梶
井
宮
」
等
の
習
書
あ
り
。

三
八　

某
書
状

そ
の
ゝ
ち
ハ
か
き
た
へ
、
御
う
と
〳
〵
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
わ
か
身
も
う
ち
つ
ゝ
き
わ
つ
ら
ひ
ま
い
ら
せ
候
て
、
け
ふ
を
う
ち
す
き

申
事
候
、
さ
そ
〳
〵
物
し
ら
す
に
お
ほ
し
め
し
候
ハ
ん
と
、
か
す
〳
〵
め
い
わ
く
申
候
、
よ
き
や
う
に
御
ふ
た
と
こ
ろ
へ
御
と
り
な
し
た

の
ミ
〳
〵
入
ま
い
ら
せ
候
、
又
こ
の
も
つ
く
お
り
ふ
し
に
み
え
き
た
り
候
ま
ゝ
、
／
う
ち
お
か
す
ま
い
ら
せ
候
、
御
か
も
し
さ
ま
へ
ま
い

ら
せ
た
く
候
、
よ
き
や
う
に
御
と
り
な
し
に
て
、
た
ま
ハ
り
／
ま
い
ら
せ
候
□
か
り
候
つ
る
ま
ゝ 　
　
　

 

よ
ろ
つ
の
御
れ
い
と
も
申
入

候
し
、
よ
ろ
つ
な
に
事
も
よ
き
や
う
に
御
と
り
な
し
候
て 　
　
　

 

せ
め
て 　
　

 
に
文
に
て
な
り
と
も
申
入
候
ハ
ん
お
、
め
い
わ
く
申
候
、

む
ら
ゐ
と
の
へ
し
か
る
へ
き
や
う
に
御
申
候
て
給
候
へ
く
候
、
御
か
も
し
さ
ま
へ
も
や
か
て
ま
い
り
候
て
、
申
入
候
ハ
ん
よ
し
、
御
心
え
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

候
て
、
申
さ
れ
候
て
給
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、
／
さ
そ
〳
〵
物
し
ら
す
と
お
ほ
し
め
し
候
ハ
ん
と
、
一
し
ほ
め
い
わ
く
申
候
、
な
に

さ
ま
御
ミ
つ
か
ら
に
て
こ
ま
〳
〵
と 　
　
　

 

め
て
た
く
又
々
申
入
候
へ
く
候
、
あ
ま
り
に
た
へ
〳
〵
し
く
候
へ
と
も
、
お
り
ふ
し
人
の

た
ま
ハ
り
候
ま
ゝ
、
う
ち
／
お
か
す
ま
い
ら
せ
候
、
御
か
も
し
さ
ま
へ
や
か
て
御
申
た
の
ミ
申
候
、

三
九　

某
書
状

葉（
頼
房
）室

殿
御
し
や
う
は
ん
ニ
参
候
へ
の
由
、
御
言
伝
畏
入
存
候
、
め
し
も
た
せ
進
之
候
、
や
か
て
〳
〵
令
参
候
、
か
し
く
、

（
捻
封
墨
引
）
中（

宣
教
）

御
門
様 
ま
い
る 

申
給
へ　
　
　
　

晴
□

四
〇　

如
心
書
下
案

「
⃞壬
生

（
端
書
）

へ
六
□
持
申
」

中（
宣
教
）

御
門
殿
売
券
共
之
儀
、
只
今
進
上
可
申
候
へ
共
、
今
度
一
乱
失
申
候
、
○
何
時
に
よ
ら
す
出
来
候
共
、
可
為
ほ
う
く
候
、
若
虚
言
申
候
者
、

任
御
法
度
旨
可
⃞有
御
成
敗
候
⃞之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丹   

波  

□
〔
屋
ヵ
〕

　
　
　

卯天
正
三
年月

十
六
日　
　
　
　
　
　

如
心
（
花
押
影
）

　
　

中
御
門
殿
御
内

　
　
　
　
　
　
　

弥
助
殿　

御
申

 

壬
生
之
内
、
朱
雀
在
所
之
口
ノ
右
京
職
、
嵯
峨
え
出
申
分
に
て
候
、
任
法
度
之
旨
、
此
方
へ
可
納
所
候
、
早
々
指
出
可
被
出
候
、
併
貴
殿

之
手
よ
り
書
物
已
下
、
此
者
ニ
○
可

急
度

被
相
渡
候
、
か
し
く
、

次
智
忍〻恩

寺
之
売
券
を
拙
者
沙
汰
□
申
、
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※
中
御
門
宣
教
筆
。

四
一　

積
善
院
尊
雅
書
状　

先
度
懸
御
目
申
入
候
、
愚
僧
僧
正
之
事
、
当
官
ハ
大
僧〻法

都〻印

に
て
候
、
然
者
只
今
申
入
候
ハ
、
権
僧
正
之
事
に
て
候
叡（

正
親
町
天
皇
）

慮
灌

頂 　
　
　
　
　
　

 
従
御
局
被
仰
候 　
　
　
　
　

 

心
〔
無
カ
〕

許
候
、
度
々
御
無
心
之
申
事
に
て
候
へ
共
、
口　

宣
之
儀
憑
入
度
と
の
事
、
自
然
御

辞
退
之
□
計
候
候
共
、
御
等
閑
な
き
と
は
可
承
候
、
先
度
も
以
愚
札
／
申
候
へ
共
、
使
申
分
候
ハ
ぬ
哉
ら
ん
、
又
ハ
貴
殿
御
沈
酔
之
刻
哉

ら
ん
、
し
か
〳
〵
と
／
御
返
事
不
承
候
間
、
く
わ
し
く
様
躰
此
者
に
御
返
事
承
度
候
、
尤
以
出
京
申
候
ハ
ん
つ
れ
共
、
別
行
之
子
細
候
て
、

禁
足
に
て
候 　
　
　
　

 

書
状
に
て
申
入
た
く
候
、
口　

宣
之
儀
御
使
も
候
ま
し
く
候
へ
共
、
御
調
候
て
可
給
候
、
又
日
付
ハ
昨
日
朔
日

に
て
も
吉
日
を
御
覧
候
て
書
被
下
候
、
尚
拝
面
之
時
旁
御
礼
可
申
述
候
、
か
し
く
、

か
し
く
、

　
　
　
（
捻
封
墨
引
）　

中（
宣
教
）

御
門
殿　
　
　
　

尊
雅

※
尊
雅
は
天
正
四
年
三
月
一
八
日
付
で
法
印
に
な
っ
た
。

四
二　

葉
室
頼
房
書
状　

昨
日
者
御
返
事
本
望
之
至
候
、
仍
久
松
け
ん
を
え
申
候
、
り

（
痢
カ
）に

ハ
よ
る
ひ
る
に
廿
五
と
ほ
り
候
御
申
候
し
う
へ
申
候
、
今 　
　
　

 

け
て

く
ひ
申
候
、
御
心
安
お
ほ
し
め
し
候
へ
く
候
、
此
事
富

（
是
斎
、富
小
路
氏
直
）

入
へ
も
御
申
候
て
可
給
候
、
左
道
之
至
候
へ
共
、
松
た
け
十
本
富
入
へ
進
候
、
御

心
え
候
て
御
申
頼
入
申
候
、
御
く
す
り
ハ
御
し
ん
し
や
く
の
よ
し
、
う
け
給
候
、
／
と
て
も
の
御
事
に
御
く
す
り
の
事
、
や
う
し
や
う
に

の
ま
せ
た
く
候
、
り
に
と
ま
り
候
や
う
に
申
／
候
て
可
給
候
、
返
々
頼
入
事
候
、
何
も
〳
〵
ふ
と
参
候
て
御
礼
可
申
候
、
以
上
、
尚
々
十
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正
三
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紙
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（
二
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に
て
候
、
い
も
し
へ
ま
い
ら
せ
候
、
御
申
候
へ
く
候
、
重
々
謹
言
、

「（
端
裏
上
書
）

　
　
　
　
　

 

中（
宣
教
）

御
門
殿　
　
　
　
　
　
　

頼（
葉
室
）房

　
　
　
　
　
　
（
捻
封
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　

」

四
三　

大
炊
御
門
経
頼
書
状
（
縦
折
紙
）

　
　

 

尚
々
返
々
御
や
く
そ
く
候
ハ
ゝ
、
さ
う
〳
〵
待
そ
ん
し
候
、
／
猶
早
々
に
隙
入
候
共
ゆ
ふ
は
さ
ら
に
同
道
申
度
候
、
白

（
雅
朝
王
）川

従
も

ち
と
〳
〵
光
儀
候
て
、
御
物
語
候
へ
の
よ
し
、
い
つ
れ
も
〳
〵
待
そ
ん
し
候
、
い
そ
き
候
へ
く
候
、

夜
前
は
御
物
語
祝
着
ニ
候
、
然
者
下
辺
へ
之
儀
、
只
今
同
道
可
申
候
、
如
何
候
、
此
返
事
に
承
候
へ
く
候
、
い
そ
き
一
筆
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

九
月
四
日
」

　
　
　
（（

折
紙
見
返
書
）

切
封
墨
引
）

　
　

中（
宣
教
）

御
門
殿
ま
い
る　
　
　
　
　
　

経
（
大
炊
御
門
）

頼
」

四
四　

積
善
院
尊
雅
書
状　

　

猶
々
、
口　

宣
之
儀
可
然
様
に
、
急
度
頼
入
存
候
、

其
後
者
久
不
懸
御
目
、
朝
暮
御
床
敷
令
存
候
、
先
度
内
々
申
候
つ
る
権
僧
正
之
事
、
叡
慮
ハ
兼
申
入
候
、
可
□
御
許
様

〔
容
カ
〕

候
条
、

尚 　
　

 

従
江（

重
通
）戸

口
宣
之
儀
今
日
中
に
遊
給
候
者
、
尤
以
畏
可
存
候
、
不
然
者
何
も
今
日
之
日
付
ニ
被
遊
候
て
可
給
候
、
御
礼
之
儀
何
様

当
時
之
筋
、
急
度
可
申
入
候
、
一
笑
〳
〵
、
若
王
子
に
自
先
日
居
申
之
間
、
与
風
思
食
立
、
御
物
語
あ
る
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

　
　
　

八
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　

尊
雅
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「（
端
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

八
廿
四

「（
上
書
）

（
捻
封
墨
引
）　　
　
　

中（
中
御
門
宣
教
）

御
様
ま
い
る　

申
給
へ　
　
　

尊
雅
」」

四
五　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代
（
折
紙
）

此
間
者
御
床
敷
存
候
、
仍
御
権〔

灌
〕頂

何
比
候
に
て
御
座
候
哉
、
仍
重
々
□
口
宣
相
調
進
入
申
候
、

叡
慮
無
別
義
之
由
候
、
但
馬
殿
望
之
間
如
此
候
、
御
礼
者
急
度
可
被
仰
付
候
、
猶
御
出
京
之
時
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

三　

 

日　
　
　
　
　
　
　
　

 

宣（
中
御
門
）教

」

積（
折
紙
見
返
書
）

泉
殿
様　

御
宿
所

〻

〻

〻

※
江
戸
重
通
、
任
但
馬
守
は
天
正
三
年
八
月
四
日
付
。
絹
衣
相
論
関
係
か
。

四
六　

万
松
寺
開
闔
請
文
案　

今
度
御
書
物
之
義
申
入
候
処
、
種
々
出
賢
請
、
懇
望
申
候
へ
ハ
、
則
相
調
被
下
候
、
過
分
至
極
存
候
、
我
々
門
中
少
も違

乱
申

無
乱〻
候
「（

行
間
）

事
於

有
之
、
何
時
も
拙
者
可
有
御
成
敗
候
、
為
忩
沙 　
　

 
伝
か
け
申
度 　
　
　

 

仍
状
如
件
、」
事
候
、
守 　
　
　

 

覚
悟
候
、
向
後
違

乱 　
　
　
　
　
　
　

 

候
ハ
ゝ
何
時
成
共
、
可
□
御
成
敗
候
、
為
其
請
文
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
松
寺

　
　
　

四
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

閤〔
開
闔
〕閡

判

中（
宣
教
）

御
門
殿
様

　
　
　
　

御
雑
掌
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四
七　

葉
室
頼
房
書
状　

此
間
者
色
々
御
き
も
い
り
申
計
な
く
存
候
、
仍
久
松
ハ
今
夜
し
よ
や
の
せ
ん
こ
に
す
き
申
候
、
中
々
申
ハ
か
り
な
く
候
、
わ
れ 　
　
　

 

中 

 　
　
　

 
あ
し
御
や 　
　
　

 

御
や
う
な
く
、
い
と
け
な
き
事
申
や
う
な
く
候
、
富（

是
斎
、富
小
路
氏
直
）

入
へ
も
此
間
者
色
々
御
ち
そ
う
、
中
々
申
つ
く
し
か
た

く
候
、
／
い
つ
れ
も
〳
〵
ふ
と
参
候
て
、
御
礼
可
申
候
、
つ
い
に
は
ら
け
／ 　
　
　
　
　
　

 

ほ
と
も
申
や
う
こ
れ
な
く
候
、
御
わ
も
し

候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
（
捻
封
墨
引
）
中（

宣
教
）

御
門
殿　
　

頼（
葉
室
）房

四
八　

葉
室
頼
房
書
状
（
折
紙
）　　

　
　

 

返
々
、
か
ほ
・
て
あ
し
お
も
は
れ
候
ま
ゝ
の
か
た
御
か
け
ん
候
て
可
給
候
、
御
く
す
り
の
事
、
／
た
ふ
ん
御
申
候
て
可
給
候
、
い
さ
ゝ

か
ハ
山
科
上
へ
御
申 　
　
　
　
　

 
候
ま
ゝ
た
ん
か
う
候
へ
く
候
、

今
日
く
す
り
給
候
、
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
御
し
ん
し
や
く
の
申
□
□
な
く
候
、
い
ん
し
ん
か
な
わ 　
　
　

 

け
少
も
〳
〵
い
ね
か

ハ
り
候
ハ
て
、
め
も
し
い
て
き
か
ね
候
て
、
お
そ
な
わ
り
申
候
、
た
ゝ
い
て
き
ほ
う
た
い
に
い
ん
し
ん
申
候
、
ぬ
し
の
や
う
た
い
は
、
な

を
〳
〵
ミ
ゝ
御
入
候
、
ち
と
て
あ
し
お
も
は
れ
申
候
、
く
い
物
」
も

（
折
紙
見
返
書
）

ち
と
〳
〵
く
ひ
申
候
、
か
ほ
も
、
て
あ
し
も
す
こ
し
は
れ
申
候
、
御

か
け
ん
候
て
、
御
く
す
り
の
事
た
の
ミ
入
申
候
、
や
く
た
い
、
御
う
け
ら
い
に
て
、
明
日
山（

言
経
）科

よ
り
ひ
ん
き
御
入
候
ま
ゝ 　
　
　

 

御
ね

ん 　
　

 

へ
ち
の
く
す
り
□
□
申
其
□
の
御
□
に
て
候
ま
ゝ
、
な
を
〳
〵
た
の
ミ
入
申
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
（
切
封
墨
引
）

中（
宣
教
）

御
門
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼（
葉
室
）房
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四
九　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代　

昨
日
者
参
、
殊
外
沈
酔
仕
候
、
仍
御（

勧
修
寺
晴
子
）

母
御
局
よ
り
人
ヲ
入
、
御
祝
着
候
、
然
者
青
侍
一
人
、
頼
覚
し
め
し 　
　
　

 

中
納
言
可
□
□
之
由

□
□
従
夕
方
申
請
度
之
由
候
、
宣（

中
御
門
）教

も
同
前
ニ
頼
存
候
、
あ
を
り
ハ
入
不
申
候
、
乍
御
無
心
頼
入
存
候
、
次
ニ
申
入
之
○
以
下
書

カ
ズ
、

五
〇　

洛
中
洛
外
尻
切
公
事
・
面
公
事
代
官
職
補
任
状
土
代　

洛
中
洛
外
尻
切
公
事
・
同
面
之
公
事
代
官
職
事
、
花
立
茶
屋
原
田
与
七
郎
・
同
母
両
人
永
代
申
付
訖
、
然
者
公
用
銭
毎
月
米
判
升
壱
斗
充

可
上
之
、
於
無
沙
汰
者
、
毎
月
五
和
利
之
加
利
平
可
納
所
、
猶
難
渋
之
時
者
代
官
職
改
之
、
直
ニ
可
申
付
⃞候
、
仍
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
御
門
家
雑
掌

〻

〻

〻

〻

〻

〻

　
　
　

天
正
三
年
七
月
廿
九
日

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻　
　
　

久〻（
島
田
）家〻

（
花
押

〻

〻

）

　
　
　
　

原
田
与
七
郎
と
の
へ

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

　
　
　
　

同
母
へ

〻

〻

〻

五
一　

大
炊
御
門
経
頼
書
状
（
折
紙
）

　
　

 

猶
返
々
今
日
隙
候
ハ
す
者
、
明
日
な
り
共
た
の
ミ
申
候
、
／
い
つ
れ
も
〳
〵
御
返
事
待
申
候
〳
〵
、
将
亦
け
ん
さ
ん
の
□〔

お
〕り

ふ
し
申

た
き
や
う
に
て
、
ち
と
〳
〵
伯（

雅
朝
王
）例

所
ま
て
待
申
候
也
、
い
そ
き
一
ふ
て
、

其
以
後
ハ
御
床
敷
候
、
然
者
ち
か
比
之
無
心
之
申
事
な
か
ら
、
す
こ
し
の
⃞と
う
り
う
、
二
条
辺
ま
て
こ
し
や
う
し
な
し
給
候
ハ
者
、
祝
着

可
申
候
、
頼
ニ
ま
い
ら
せ
候
、
猶
面
折
節
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
（
大
炊
御
門
）

頼
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『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

「（
折
紙
見
返
上
書
）

　
　
　
（
切
封
墨
引
）　

　
　
　

中（
中
御
門
宣
教
）

文
弁
殿　
　
　
　
　
　
　
　

経
」

五
二　

村
井
貞
勝
下
代
連
署
書
状
案
（
折
紙
）　

鴻
臚
館
地
沼（

清
長
）田

殿
催
促
之
由
、
村（

貞
勝
）井

殿
御
使
衆
折
紙
被
付
之
由
候
、
む
か
し
よ
り
こ
う
ろ
く
わ
ん
の
地
に
て
、
ぬ
ま
た
殿
も
中（

宣
教
）

御
門
殿
も

⃞そ
⃞ん
⃞し
□
ぬ
地
を
、
今
新
催
促
に
て
ハ
不
可
然
、
今
度
奇〔

棄
〕破

の
目
六
候
、
庭（

重
通
）田

殿
よ
り
朱
雀
巷
所
、
沼
田
殿
持
候
由
お
被
申
付
候
、
其
儀

者　

上（
織
田
信
長
）

様
よ
り
御
給
田
分
ニ
御
て
ん
あ
い
候
ハ
す
候
、
中
御
門
殿
分
に
て
候
、
御
公
家
中
江
被
参
候
〳
〵
□
御
知
行
め
し
を
か
る
へ
き
と

て
候
、
御
⃞酒
屋
□
□
分
も
ま
い
ら
せ
候
、」
い（

折
紙
見
返
書
）

か
ゝ
に
て
被
相
尋
候
哉
、
猶
以
不
審
候
ハ
ゝ
、　

上
様
御
て
ん
を
あ
ハ
れ
候
旨
、
百
性
衆
可

被
物
見
候
、
朱
雀
巷
所
右
京
職
分
者
、
庭
田
殿
色〔

綺
〕わ

れ
候
間
敷
□
⃞儀
仰
出
候
間
、
惟（

丹
羽
長
秀
）

住
五
郎
⃞左
衛
門
使
申
之
儀
ハ
、
有
様
□
□
年
々
中
御

門
殿
・
□〔

沼
田
〕□

殿
取
沙
汰
被
召
出
候
分
之
事
、
急
⃞如
有
□
□
給
□〔

田
〕□分

□
□
儀
、
沼
田
殿
・
中
御
門
殿
被
仰
儀
候
ハ
ゝ
□
儀
ハ
不
存
事
候
、
恐
々

謹
言
、

　

 　
　

十天
正
三一

月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

山
内
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮（
賢
祐
）木

判

　
　
　

朱
雀
巷
所
右
京
職

　
　
　
　
　
　

百
性
中

五
三　

正
親
町
天
皇
女
房
奉
書　
　

世
上
日
て
り
の
よ
し
申
候
ま
ゝ
、し
よ
寺
し
よ
し
や
へ
雨
の
御
い
の
り
の
御
事
を
お
ほ
せ
事
候
へ
、み
い
て
ら
の
か
た
へ
ハ
、い
つ
⃞も
と
ゝ



─ 18 ─

き
候
ハ
ぬ
け
に
御
い
り
候
ま
ゝ
、
よ
く
と
ゝ
き
候
や
う
に
お
ほ
せ
事
／
候
へ
と
申
と
の
御
事
に
て
候
、
よ
く
〳
〵
／
お
ほ
せ
事
候
へ
く
候
、

御
い
そ
き
候
て
、
お
ほ
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
（
捻
封
墨
引
）　　
　

な（
中
御
門
宣
教
）

か
の
御
か
と
と
の
へ

※
天
正
三
年
六
月
、
諸
寺
諸
社
に
祈
雨
の
沙
汰
あ
り
。
こ
れ
に
関
す
る
も
の
か
。

五
四　

中
御
門
宣
教
書
状
土
代
（
折
紙
）　　

昨
日
は
し
こ
う
い
た
し
、
か
た
し
け
な
く
そ
⃞ん
し
候
、 　
　
　
　

 

よ
り
文
か
や
う
に
葉

（
葉
室
頼
房
）

・
飛（

飛
鳥
井
雅
敦
）

か
た
ま
て
い
た
し
申
候
、
御
か
て
ん
に
て

候
ハ
ゝ
、
め
し
つ
れ
候
て
参
可
申
候
や
、
御
返
事
く
わ
し
く
う
け
給
候
へ
く
候
、
そ
れ
し
た
い
に
〇
以
下
書

カ
ズ
、

五
五　

某
書
状
（
折
紙
）　　

あ
す
と
く
く
た
り
候
ま
ゝ
御
し
あ
ん
候
て
な
り
候
ハ
ゝ
、
／
い
か
に
も
ふ
ん
こ
つ
候
て
、
御
と
ゝ
の
へ
候
て
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
候

へ
か
し
、
た
の
ミ
〳
〵
お
ほ
し
め
し
候
、
三
色
な
と 　
　

 

は
ぬ
事
に
て
候
、
い
つ
そ
や
御
く
た
り
の
お
り
ふ
し
御
と
ゝ
の
へ
候
て
、

ま
い
ら
せ
ら
れ
候
ハ
、
ミ
な
こ
な
た
に
／
候（

折
紙
見
返
書
）

ま
ゝ
⃞か
へ
し
ま
い
ら
せ
申
候
、
か
へ
す
〳
〵
御
お
ん
ミ
つ
に
て
御
と
ゝ
の
へ
候
て
、
ま

い
ら
せ
ら
れ
候
ハ
ゝ
、
御
う
れ
し
く
お
ほ
え
候
、
さ
や
う
ニ
候
ハ
ゝ
、
御
れ
ゐ
可
申 　
　
　
　
　

 

か
ら
に 　
　
　

 

り
□
候 　
　

 

事

給
候
へ
く
候 　
　
　

 

候
は
す
ハ
、
一
日
の
か
き
物
こ
の
人
に
給
候
へ
く
候
、

一
日
ハ
御
ま
い
り
候
て
、
御
う
れ
し
く
お
ほ
し
め
し
候
、
御
ひ
ま
の
お
り
ふ
し
ハ
、
さ
ひ
〳
〵
御
ま
い
り
候
は
ゝ
、
畏
入
候
へ
く
候
、
又

一
日
御
申
候
事
、
三
色
な
か
ら
と
ゝ
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
は
ね
ハ
、
い
り
ま
い
ら
せ
候
は
ぬ
御
事
に
て
候
、
か
た
く
御
き
ん
せ
い
の
」

事（
折
紙
見
返
書
）

に
て
候
ハ
ゝ
、
そ
な
た
の
御
こ
ゝ
ろ
へ
に
て
ハ
な
り
ま
い
ら
せ
候
ま
し
く
候
や
、
す
こ
し
も
け
た
い
候
ま
し
き
御
事
に
て
候
、
日
つ
け



─ 19 ─

『
宣
教
卿
記
』
天
正
三
年
記
紙
背
文
書
（
二
）

な
と
を 　
　
　

 

か
に
候
て
ハ
、
な
り
ま
い
ら
せ
候
ま
し
く
候
や
、
い
か
や
う
に
も
た
の
ミ
お
ほ
し
め
し
た
く
候
、
か
し
く
、

　
（
切
封
墨
引
）　　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り

　

中（
宣
教
）

の
御
か
と
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

　
　
　
　

申
□〔

給
へ
〕□

五
六　

藤
氏
長
者
宣
土
代　

当
季
祭
礼
之
儀
付
而
上
卿
参
行
之
事
、
伺
申
入
候
処
、
此
⃞度
之
儀
者
□
付
⃞社
家
之
⃞由
、
南（

中
御
門
宣
教
）

曹
弁
殿
御
奉
行
所
候
□〔

也
〕恐

々
謹
言
、

　
　
　
　

十（
天
正
三
年
ヵ
）

一
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

左
近
将
監
久（

島
田
）家

謹
上　
　

春（
辰
巳
祐
礒
）

日
正
預
殿

※
中
御
門
宣
教
筆
。

五
七　

某
書
状　

申　

綸
旨
、
い
ま
の
間
ニ
御
調
候
て
可
給
候
、
待
申
候
、
い
や
と
の
事
候
ハ
ゝ
、
別
人
ニ
可
申
候
、
待
申
間
早
々
可
給
候
、
謹
言
、

（
捻
封
墨
引
）　　
　
　

中（
中
御
門
宣
教
）

御　
　
　
　
　

大

五
八　

某
書
状

「（
端
裏
上
書
）

（
捻
封
墨
引
）　　
　

中（
中
御
門
宣
教
）

御　

申
給
へ　
　

□
□
」
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返
々
今
一
つ
名
を
あ
そ
ハ
し
候
て
／
可
給
候
、
か
し
く
、

此　

綸
旨
道
号
を
あ
そ
ハ
し
候
て
可
給
候
、
名
ハ
い
や
に
て
候
よ
し
申
候
間
、
調
御
な
を
し
候
て
可
給
候
、 　
　
　
　
　
　
　

 

御
下
候
間
、

申
目 　
　

 
十
三
日
⃞の
分
ニ
御
調
候
へ
く
候
、
や
か
て
〳
〵
御
礼
可
参
候
、
か
し
く
、

五
九　

口
宣
案
封
紙
（
宿
紙
）

「（
上
書
）　

□
□
□
⃞御
坊　

右
中
弁
宣（

中
御
門
）教

」

（
え
ん
ど
う　

た
ま
き　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
）

（
み
や
ざ
き　

は
じ
め　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
任
研
究
員
）

（
か
ね
こ　

ひ
ら
く　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）




